
｜
、
高
階
経
徳
の
略
歴

経
徳
は
、
典
薬
寮
医
師
で
明
治
中
期
ま
で
侍
医
と
し
て
生
き
残
っ
た

唯
一
の
漢
方
医
で
あ
る
。
典
医
高
階
枳
園
の
孫
。
天
保
五
年
八
月
九
日

高
階
経
由
の
子
と
し
て
京
都
に
生
ま
れ
る
。
嘉
永
七
年
正
月
従
六
位
に

叙
せ
ら
れ
筑
前
介
に
任
ぜ
ら
れ
、
の
ち
典
薬
少
允
と
な
る
。

明
治
元
年
二
月
、
典
薬
寮
医
の
「
西
洋
医
学
御
採
用
方
」
に
関
し
て
、

父
経
由
と
連
署
で
建
白
書
を
上
奏
し
て
受
理
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
洋

方
医
が
漢
方
医
と
並
ん
で
侍
医
に
任
用
さ
れ
る
道
が
開
か
れ
た
・
同
年
、

明
治
天
皇
の
大
坂
行
幸
に
供
奉
。
同
年
五
月
軍
務
官
病
院
医
師
を
兼
勤
。

つ
い
で
東
京
行
幸
に
供
奉
。
明
治
二
年
三
月
天
皇
の
東
遷
に
供
奉
し
て

東
京
に
移
る
。
同
年
九
月
大
典
医
に
任
ぜ
ら
れ
、
侍
医
規
則
取
調
御
用

と
な
る
が
、
明
治
四
年
八
月
に
権
大
侍
医
、
つ
い
で
明
治
六
年
八
月
に

は
少
侍
医
に
降
格
さ
れ
る
。
明
治
七
年
十
一
月
台
湾
へ
派
遣
さ
れ
る
。

明
治
八
年
一
月
の
官
制
改
革
に
よ
り
六
等
侍
医
に
、
さ
ら
に
明
治
十
年

九
月
に
は
侍
医
か
ら
医
員
に
下
げ
ら
れ
る
。
明
治
十
一
年
七
月
脚
気
病

院
の
設
立
と
と
も
に
事
務
長
副
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
明
治
十
二
年
五
月
侍

医
に
復
し
五
等
侍
医
に
任
ぜ
ら
れ
、
旧
琉
球
藩
主
尚
泰
の
診
察
の
た
め

高
階
経
徳
の
耆
簡
に
つ
い
て

池
田
文
書
の
研
究
（
十
二
）

池
田
文
苦
研
究
会

沖
縄
県
に
派
遣
さ
れ
る
。
明
治
十
三
年
十
二
月
、
桂
宮
叔
子
内
親
王
の

病
気
中
、
京
都
滞
在
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
明
治
十
四
年
四
月
四
等
侍
医
に

任
ぜ
ら
れ
、
明
治
十
九
年
二
月
官
制
改
革
に
よ
り
侍
医
に
任
ぜ
ら
れ
奏

任
四
等
と
な
る
が
、
明
治
二
十
二
年
三
月
二
十
四
日
病
没
。
享
年
五
十

一
ハ
ｏ（

参
考
文
献
・
侍
医
寮
細
『
転
免
物
故
履
歴
書
」
〔
明
治
二
十
一
～
昭
和
十
三

年
〕
、
京
都
府
医
師
会
編
『
京
都
の
医
学
史
」
）

二
、
経
徳
の
書
簡

経
徳
は
、
典
医
に
漢
方
医
以
外
の
洋
方
医
を
任
用
す
る
道
を
開
く
の

に
功
の
あ
っ
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
維
新
後
の
彼
の
事
歴
は
ほ

と
ん
ど
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
池
田
文
書
に
あ
る
三
十
八
通
に
及

ぶ
経
徳
の
書
簡
は
こ
う
し
た
維
新
後
の
空
白
を
埋
め
る
胄
重
な
資
料
で

あ
る
。書

簡
八
三
四
は
、
謙
斎
が
洋
方
医
と
し
て
始
め
て
明
治
天
皇
を
拝
診

し
た
と
さ
れ
る
明
治
三
年
四
月
二
十
二
日
（
『
明
治
天
皇
紀
』
）
の
前
日
の

も
の
で
、
典
医
局
へ
出
頭
を
求
め
た
達
状
で
あ
る
。
高
階
大
典
医
と
署

名
が
あ
り
、
当
時
は
経
徳
が
典
医
局
の
局
長
格
で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ

せ
る
。こ

こ
で
、
典
薬
寮
か
ら
侍
医
局
へ
至
る
名
称
の
変
遷
は
漢
・
洋
方
医

の
対
立
を
反
映
し
て
か
な
り
込
み
入
っ
て
い
る
の
で
、
整
理
し
て
お
く

と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
（
）
内
は
そ
の
期
間
で
あ
る
。

典
薬
寮
（
～
明
治
二
年
七
月
七
日
・
於
京
都
）

典
医
寮
（
明
治
二
年
七
月
八
日
～
明
治
二
年
十
月
十
三
日
・
以
下
東
京
）

典
医
局
（
明
治
二
年
十
月
十
四
日
～
明
治
四
年
八
月
九
日
）
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八
三
六
高
階
経
徳
池
田
謙
斎

（
ｆ
出
〉

明
二
十
二
日
第
十
字
天
豚
拝
診
被
茉
仰
候
義
二
付
、
今
日
中
二
典
筈
局

江
御
出
頭
に
而
当
番
を
以
而
御
詰
之
義
御
申
上
置
可
被
成
候
、
今
日
下

官
東
校
江
罷
出
可
申
心
組
に
付
其
節
委
細
可
申
上
と
奉
存
居
候
処
、
俄

二
東
校
江
不
参
二
相
成
候
二
付
、
此
段
申
上
置
候
、
餘
事
は
明
朝
拝
顔

二
可
申
上
候
、
巳
上
、

（
菫
）四

月
廿
一
日

池
田
少
典
筈
様
高
階
大
典
書
〔
遠
藤
〕

侍
医
寮
（
明
治
四
年
八
月
十
Ⅱ
～
明
治
十
年
八
月
二
十
八
日
）

侍
医
局
（
明
治
十
年
八
月
二
十
九
日
～
明
治
四
十
年
十
二
月
三
十
一
日
）

侍
医
寮
（
明
治
四
十
一
年
一
月
一
日
～
昭
和
二
十
年
）

典
薬
寮
以
来
の
典
医
は
、
明
治
四
年
八
月
の
官
制
改
革
で
典
医
局
が

廃
さ
れ
た
の
に
と
も
な
い
ほ
と
ん
ど
排
除
さ
れ
た
が
、
経
徳
だ
け
は
た

だ
一
人
、
相
次
ぐ
降
格
に
も
か
か
わ
ら
ず
晩
年
ま
で
侍
医
局
に
勤
務
し

て
い
る
。
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
は
明
治
天
皇
の
信
任
も
あ
ろ
う
が
、

そ
の
豪
放
な
性
格
の
お
蔭
だ
っ
た
と
も
思
わ
れ
る
。

書
簡
５
～
脇
の
十
二
通
は
、
明
治
十
四
年
、
桂
宮
の
病
気
拝
診
の
た

め
京
都
に
滞
在
し
た
と
き
の
も
の
で
、
経
徳
の
そ
う
し
た
性
向
を
い
か

ん
な
く
伝
え
て
い
る
。

（
遠
藤
正
沽
）

１
明
治
三
年
四
月
二
十
一
Ⅲ

３
明
治
（
十
二
）
年
八
月
十
三
日

八
一
一
一
八
高
階
経
徳
池
田
謙
斎

拝
読
仕
候
、
陳
は
本
日
御
出
頭
可
相
成
之
処
、
御
少
々
御
発
熱
御
咳
嗽

２
明
治
（
十
二
）
年
七
月
八
日

八
五
三
高
階
経
徳
池
田
謙
斎

拝
復
、
昨
日
は
御
草
臥
奉
察
候
、
陳
は
御
大
礼
服
御
申
出
御
使
二
御
渡

申
候
、
尚
又
本
日
午
後
五
時
、
早
蕨
典
侍
弥
御
産
所
二
被
相
移
候
、
此

段
乍
序
申
上
置
候
也
、

（
一
一
）七

月
八
日
高
階
経
徳

池
田
先
生
〔
田
中
〕

（
ご
早
蕨
典
侍
弥
御
産
所
：
。
…
柳
原
愛
子
権
典
侍
が
第
三
皇
子
嘉
仁
親

王
（
大
正
天
皇
）
出
生
の
た
め
青
山
御
産
所
に
移
っ
た
こ
と
を
さ
す

も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

（
二
）
前
注
の
大
正
天
皇
出
産
直
前
の
明
治
十
二
年
と
推
定
さ
れ
る
。
大

正
天
皇
の
出
産
は
八
月
三
十
一
日
。

二

謙
斎
が
少
典
医
時
代
で
明
治
三
年
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
翌
日
、
四

月
二
十
二
日
謙
斎
は
洋
方
医
と
し
て
は
始
め
て
明
治
天
皇
を
小
御

所
代
に
お
い
て
拝
診
す
る
。
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等
二
て
御
委
頼
二
付
、
御
不
参
之
趣
、
早
蕨
典
侍
殿
御
容
体
御
尋
合
二

相
成
、
小
官
早
速
御
代
診
仕
候
処
、
本
日
は
昨
日
と
は
少
々
快
方
之
趣

二
御
座
候
、
御
心
頭
二
被
為
懸
候
段
厚
宜
御
挨
拶
可
申
上
と
申
聞
候
、

諸
症
大
二
静
穏
二
御
座
候
、
籾
貴
官
御
他
行
御
届
之
義
二
付
御
尋
合
之

趣
書
記
官
へ
承
り
合
候
処
、
右
は
賜
暇
中
之
義
故
、
一
般
二
届
捨
之
由

候
、
別
二
指
合
無
之
候
間
何
日
よ
り
に
て
も
御
勝
手
御
出
立
可
被
成
候
、

当
番
操
上
之
次
第
も
御
座
候
間
、
医
局
え
は
何
卒
幾
日
よ
り
御
出
立
と

申
事
を
御
申
出
置
可
被
下
候
、
此
段
御
報
申
上
候
也
、

八
月
十
三
日
高
階
経
徳

池
田
先
生
〔
田
中
〕

４
明
治
（
十
三
）
年
十
月
十
八
日

八
六
一
高
階
経
徳
池
田
謙
斎

（
封
筒
表
）
池
田
大
先
生
侍
史
高
階
経
徳

益
御
万
祥
奉
賀
候
、
陳
は
来
二
十
一
日
習
志
野
下
志
津
原
へ
行
幸
御
名

（
一
）

代
有
栖
川
二
品
親
王
御
成
供
奉
、
小
生
順
番
二
て
相
勤
可
申
候
処
、
二

十
日
は
小
生
当
直
に
相
成
、
例
刻
出
勤
可
仕
之
処
無
拠
留
守
宅
之
所
置

仕
度
私
用
も
有
之
、
同
日
参
直
時
刻
之
義
少
々
遅
参
相
願
度
、
則
本
日

伊
東
方
成
君
へ
御
相
談
仕
候
処
、
明
十
九
日
は
午
後
三
時
迄
御
同
人
御

居
残
被
下
候
二
付
、
何
卒
貴
官
に
は
明
後
二
十
日
四
時
迄
御
居
残
被
下

度
懇
願
仕
候
、
依
之
明
日
は
貴
官
午
後
三
時
二
御
出
頭
被
下
候
へ
は
宜

儀
二
御
座
候
、
誠
二
随
意
至
極
二
御
座
候
へ
共
宜
御
諒
察
奉
願
候
、
恐
々

頓
首一

八
五
○
高
階
経
徳
池
田
謙
斎

（
前
文
欠
）

又
本
日
貴
兄
之
情
況
も
嚥
々
と
奉
察
候
二
付
是
亦
蕪
詞
を
以
て
、

萬
離
情
緒
説
無
窮
、
再
会
温
盟
豈
是
空
、
岸
上
何
人
翻
翠
袖
、
号
呼

欲
奪
一
帆
風

多
罪
千
万
御
海
酒
可
被
下
候
、
最
早
他
二
申
上
候
御
事
も
無
之
、
御
安

全
御
帰
着
是
祈
、
小
生
も
尊
教
二
よ
り
一
身
之
節
度
を
立
テ
精
々
奉
務

可
仕
候
間
御
安
心
可
下
候
、
御
帰
着
之
上
は
辱
交
之
諸
君
え
宜
御
伝
声

可
被
下
候
、
余
は
後
鴻
万
々
可
申
上
候
、
恐
々
頓
首

新
正
十
一
日
早
暁
経
徳
拝

池
謙
斎
先
生
〔
田
中
〕

５
明
治
（
十
四
）
年
一
月
十
一
日

二
）
有
栖
川
二
品
親
王
・
…
：
熾
仁
親
王
、
明
治
十
三
年
十
月
二
十
一
日
、

明
治
天
皇
の
名
代
と
し
て
習
志
野
下
志
津
原
へ
出
発
。
翌
二
十
二

日
陸
軍
野
営
射
的
を
代
覧
。

（
二
）
前
注
よ
り
明
治
十
三
年
と
推
定
さ
れ
る
。

十
月
十
八
日
夜
認

十
九
日
早
朝
呈

池
田
先
生侍

史

経
徳
拝

ノー式

田

中
1 － ユ
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（
前
文
欠
）
渡
参
候
間
御
覧
可
被
下
候
、

（
こ
（
Ⅲ
、
よ
り
力
）

一
桂
宮
口
御
預
り
帰
り
之
封
状
箱
は
カ
バ
ン
之
中
へ
入
置
候
、
右
は

里
見
兄
承
知
二
御
座
候
、
是
亦
申
上
置
候
也
、

一
当
地
御
買
物
代
井
二
旅
舍
之
受
取
害
附
は
里
見
兄
へ
相
渡
シ
置
候
、

是
亦
御
承
知
可
被
下
候
、
拝
白

新
正
十
一
日
経
徳

謙
斎
賢
兄
〔
田
中
〕

６
明
治
（
十
四
）
年
正
月
十
一
日

八
五
二
高
階
経
徳
謙
斎

（
封
筒
表
）
一
等
侍
医
池
田
謙
斎
殿

（
封
筒
裏
）
鍼
桂
宮
一
一
て
五
等
侍
医
高
階
経
徳

や
〈
『
こ

（
一
）
桂
宮
…
…
桂
宮
淑
子
内
親
王
・
仁
孝
天
皇
第
三
皇
女
敏
宮
。
文
政
十

二
年
生
ま
れ
、
文
久
二
年
宮
を
相
続
。
明
治
十
四
年
十
月
三
日
莞

去
。
享
年
五
十
三
。

（
二
）
里
見
、
．
・
・
・
・
未
詳
。

二
）
御
帰
着
…
…
明
治
十
三
年
十
二
月
三
日
桂
宮
淑
子
内
親
王
診
察
の

た
め
京
都
に
派
遣
さ
れ
た
謙
斎
が
翌
年
正
月
ま
で
在
京
し
た
の
ち

東
京
に
帰
っ
た
こ
と
を
さ
す
。

（
二
）
前
注
よ
り
明
治
十
四
年
正
月
と
推
定
さ
れ
る
。

’
八
五
四
高
階
経
徳
池
旧
謙
斎

謹
啓
、
昨
十
三
日
御
安
全
御
帰
京
之
趣
早
速
御
電
報
被
下
誠
以
恐
悦
至

極
之
事
奉
賀
候
、
桂
宮
様
御
容
体
示
後
十
一
日
午
後
・
十
三
ｕ
夜
両
度

拝
診
仕
候
処
、
都
て
御
異
状
不
被
為
在
候
、
本
日
午
後
御
口
中
相
伺
候

御
約
束
二
仕
置
候
、
過
日
之
御
丸
薬
調
献
仕
候
て
筑
紫
町
殿
二
篤
と
申

含
め
置
候
処
、
何
分
に
も
御
丸
薬
は
御
否
之
由
に
て
不
召
上
候
、
誠
以

困
却
仕
候
、
然
ル
に
筑
紫
町
殿
之
趣
向
二
て
、
兼
て
朝
夕
二
炊
豆
之
湯

ヲ
被
差
上
候
二
付
、
右
湯
中
へ
鉄
剤
ヲ
溶
解
シ
テ
被
差
上
候
処
何
之
御

弁
へ
も
無
之
被
召
上
候
趣
二
付
、
去
ル
十
一
日
よ
り
拘
構
酸
鉄
三
氏
ヲ

両
度
二
分
ケ
訓
献
仕
居
候
、
不
充
分
に
は
御
座
候
へ
共
、
過
川
之
煎
薬

中
へ
加
入
仕
候
方
は
梢
相
勝
り
候
事
と
存
候
、
其
他
御
胃
症
も
御
宜
敷

被
為
入
候
に
付
近
日
よ
り
機
那
煎
調
献
之
心
得
二
御
座
候
、
何
レ
追
て

之
御
模
様
可
申
上
候
、
籾
今
般
御
滞
京
中
は
不
一
方
御
懇
厚
ヲ
蒙
リ
難

有
奉
存
候
、
御
帰
京
後
ハ
客
舎
之
寂
蓼
益
無
柳
ヲ
加
へ
申
候
、
乍
併
精

神
は
漸
鎮
静
仕
候
、
尊
兄
に
は
定
て
御
草
臥
と
奉
察
候
、
御
精
養
万
々

奉
祈
候
、
何
卒
御
序
二
局
長
御
始
侍
医
々
員
之
諸
君
へ
宜
被
仰
伝
可
被

下
候
、
先
は
右
不
取
敢
御
帰
京
之
御
慶
申
上
度
如
此
御
座
候
、
余
は
後

鴻
万
々
可
申
上
候
、
頓
首
、

一
月
十
四
日
経
徳

池
一
等
侍
医
先
生
〔
田
中
〕

７
明
治
（
十
四
）
年
一
月
十
四
日

（
二
筑
紫
町
殿
…
…
未
詳
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（
封
筒
表
）
（
宮
）
内
省
侍
医
局
一
等
侍
医
池
田
謙
斎
殿
平
信
御
親
展

（
封
筒
裏
）
封
明
治
十
四
年
一
月
廿
二
日
桂
宮
二
て
五
等
侍
医
高
階
経

徳十
四
、
出
之
尊
害
如
何
ナ
ル
故
か
延
着
、
昨
廿
一
日
午
後
初
着
拝
見
仕

候
、
示
後
益
御
多
祥
奉
恭
賀
候
、
以
高
庇
下
官
も
無
事
滞
在
罷
在
候
、

乍
悼
御
放
慮
可
被
下
候
、
十
六
日
出
之
尊
害
は
却
て
昨
廿
一
日
佛
暁
二

到
着
仕
候
て
、
如
仰
堀
越
氏
添
書
は
早
々
大
阪
へ
遣
し
置
候
、
何
し
近

日
再
応
之
御
答
害
可
差
上
候
、
将
桂
宮
御
容
体
害
別
紙
御
手
許
迄
差
上

候
、
宜
御
判
見
御
上
申
可
被
下
候
、
御
発
足
後
当
地
の
寒
気
殊
之
外
二

御
座
候
、
誠
二
御
案
申
上
候
、
先
々
為
差
御
異
状
も
不
被
為
在
候
へ
共
、

向
後
之
御
事
奉
想
像
候
へ
は
愁
眉
山
ョ
リ
も
重
ク
何
共
心
痛
仕
候
、
御

推
察
奉
希
候
、
御
帰
京
之
節
奉
願
置
候
件
々
何
分
に
も
宜
御
取
成
奉
願

候
、
十
四
日
御
書
面
之
趣
一
々
御
答
和
可
仕
候
処
、
別
紙
御
容
体
書
之

通
リ
ホ
後
は
毎
川
参
宮
勿
忙
罷
在
候
二
付
何
レ
一
両
日
中
二
御
答
和
可

仕
候
、
先
は
右
緊
要
の
ミ
申
上
度
早
々
頓
首

十
四
年
一
月
廿
二
日
経
徳

池
田
謙
斎
殿

尚
々
時
下
折
角
御
自
愛
専
一
奉
祈
候
、
頓
首

〔
田
中
〕

８
明
治
十
四
年
一
月
二
十
二
日

八
六
八
高
階
経
徳
池
田
謙
斎

八
六
二
高
階
経
徳
池
田
謙
斎

胆
担

（
端
裏
書
）
侍
医
局
二
て
池
田
謙
斎
先
．

謹
啓
、
去
廿
四
日
之
尊
害
拝
見
仕
候
、
時
下
寒
威
凛
然
御
座
候
処
益
御

万
祥
被
成
御
座
恐
喜
至
極
奉
存
候
、
随
て
小
生
無
異
滞
在
罷
在
候
条
乍

偉
御
休
意
可
被
成
候
、
陳
は
先
回
両
度
被
下
置
候
御
郵
書
は
無
滞
着
候

て
既
二
拝
見
仕
り
候
段
、
誠
二
略
言
を
以
て
御
請
仕
候
儀
二
御
座
候
、

御
東
帰
後
尊
地
之
景
況
井
二
西
京
之
景
情
も
御
比
較
上
定
て
御
想
像
被

（
マ
マ
）

下
候
事
と
奉
存
候
、
御
郵
送
為
御
替
手
形
之
義
既
二
落
手
、
殊
二
御
懇

厚
二
御
恩
借
仕
候
段
々
、
前
回
申
上
候
通
り
二
御
座
候
間
御
安
意
可
被

下
候
、
○
山
本
え
被
下
金
之
義
は
桐
命
婦
を
以
て
御
申
入
被
下
候
趣
略

被
相
行
候
哉
二
被
召
思
候
得
共
、
決
答
無
之
間
は
同
人
へ
は
何
も
不
申

聞
候
段
御
示
之
趣
奉
畏
候
、
更
ニ
ロ
外
不
仕
候
間
若
被
相
行
候
様
之
事

二
御
座
候
へ
は
精
々
御
尽
力
可
被
成
下
候
、
併
シ
是
も
兼
々
老
兄
と
小

生
の
ミ
注
目
之
事
二
て
、
東
京
二
於
て
ハ
過
当
之
御
処
分
と
被
思
召
容

易
二
難
被
行
御
情
況
も
可
有
之
想
像
仕
候
、
乍
去
小
生
二
於
て
当
時
日

勤
同
様
之
事
二
て
、
山
本
に
も
種
々
尽
力
之
事
も
御
座
候
へ
は
、
可
相

成
御
事
も
御
座
候
へ
は
物
之
多
少
ニ
拘
わ
ら
す
御
内
儀
よ
り
之
御
内
賜

御
座
候
ハ
、
山
本
も
一
入
感
侃
可
仕
事
と
存
候
、
何
分
此
辺
之
処
宜
御

９
明
治
（
十
四
）
年
一
月
三
十
日

（
一
）
堀
越
氏
…
…
未
詳
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○
宮
中
御
当
直
中
二
彼
人
之
写
真
を
御
持
出
し
二
て
局
長
君
御
始
二
御

誇
リ
ニ
相
成
候
御
由
、
其
情
景
を
察
ス
ル
一
一
世
二
亭
主
七
分
二
客
三
分

配
慮
奉
願
候
、
○
小
生
之
儀
二
付
早
速
局
長
先
生
へ
も
御
談
シ
被
下
本

。
。

省
へ
御
相
談
御
試
被
下
候
処
、
尚
早
之
景
況
二
付
来
月
下
旬
頃
二
至
り

更
に
表
向
御
申
出
も
可
被
下
、
併
シ
犢
鼻
揮
之
御
説
諭
一
入
難
有
銘
肝

仕
候
、
決
て
油
断
シ
テ
犢
鼻
揮
を
忘
却
仕
間
敷
候
、
○
当
時
小
生
之
情

況
二
於
て
は
、
三
百
許
之
寡
兵
を
以
て
三
十
万
之
衆
二
相
当
り
候
様
之

事
二
て
、
必
勝
を
万
一
二
期
し
候
様
成
事
二
御
座
候
、
併
シ
一
歩
も
引

退
は
不
仕
、
水
不
浸
之
板
二
沈
竈
生
蛙
之
意
中
一
一
御
座
候
間
先
以
御
安

（
四
｝

心
可
被
下
候
、
只
恨
旗
下
二
雷
万
春
ナ
ル
モ
ノ
一
人
も
無
之
候
、
○
先

回
被
下
候
御
害
中
神
戸
御
出
帆
後
之
御
情
景
誠
二
御
文
意
椀
曲
、
毎
条

拝
答
仕
候
事
辿
も
禿
筆
之
所
及
二
無
之
、
中
々
拙
作
杯
之
及
ふ
処
に
て

ハ
無
之
候
得
共
現
時
之
意
想
を
以
て
盛
意
二
答
へ
奉
ル
而
已
二
御
座

候
、
○
老
兄
に
は
御
東
帰
後
種
々
御
請
持
之
御
用
二
て
御
繁
務
被
為
入
、

殊
二
新
年
宴
会
等
も
御
盛
二
被
行
、
御
公
私
之
御
多
端
被
為
入
候
趣

Ｏ
ｏ
ｏ
Ｏ

Ｏ
ｏ
Ｏ
Ｑ

Ｏ
Ｏ

嚥
々
御
困
難
御
愉
快
と
も
奉
察
候
、
其
後
韻
府
一
隅
ハ
定
て
一
隅
二
掘

り
こ
ま
れ
居
候
事
と
偶
然
之
至
リ
ニ
御
座
候
、
併
シ
小
生
二
於
て
も
老

兄
御
帰
京
後
は
更
二
「
淫
事
」
ド
ッ
コ
イ
韻
事
は
無
之
、
曉
翠
櫻
二
蟄

居
罷
在
候
而
実
二
閉
口
罷
在
候
、
乍
去
余
り
退
屈
之
余
り
、
拙
弟
及
一

二
之
門
生
と
陰
ヲ
デ
ハ
ナ
イ
韻
ヲ
探
り
候
て
空
之
字
を
得
タ
リ
、
依
而

左
二

客
舎
偶
成
得
空
字
、

嚢
底
空
々
興
亦
空
、
俵
櫻
寒
夢
独
迷
蒙
、
憶
君
紅
閨
翠
帳
裏
、
聰
否

嚢
底
空
々
興
亦
空
、
俵
櫻
寒
一

鴨
東
梅
柳
風
、
拝
乞
御
笑
乗
、

と
申
事
御
座
候
、
サ
レ
バ
客
之
羨
望
漣
三
尺
、
亭
主
自
慢
挺
七
尺
と
も

可
申
候
、
先
生
以
て
如
何
ト
ス
、
○
留
守
宅
へ
御
尋
問
被
下
玄
関
限
に

て
御
帰
り
被
下
候
趣
、
誠
に
以
恐
縮
之
至
二
御
座
候
、
併
シ
老
妻
二
於

て
は
、
先
生
二
拝
顔
を
遂
ケ
、
西
京
二
於
て
小
生
、
謹
々
粛
々
之
実
景

を
承
り
可
申
と
定
て
御
待
居
り
可
申
之
処
、
定
て
遺
憾
千
万
二
奉
存
候
、

想
像
ス
ル
ニ
先
生
二
於
て
も
彼
ノ
疵
モ
ッ
足
卜
申
事
二
可
被
為
入
哉
、

老
妻
一
一
於
て
は
更
二
妬
疾
は
無
之
、
猶
小
生
留
守
中
は
寂
蓼
に
も
可
罷

在
候
間
何
卒
時
々
御
尋
問
被
下
、
万
一
思
召
二
相
か
な
い
候
ハ
、
、
御

随
意
二
御
使
用
被
下
度
奉
願
候
、
○
留
守
中
相
応
寂
蓼
二
も
可
有
之
候

二
付
万
一
願
出
候
事
も
御
座
候
ハ
、
宜
奉
願
候
、
是
は
実
説
ナ
リ
実
願

ナ
リ
、
○
最
後
之
御
一
条
二
於
テ
御
懇
二
御
教
示
之
趣
は
誠
心
難
有
深

感
銘
仕
候
、
小
生
義
も
其
後
は
以
高
庇
格
別
之
疾
病
も
無
之
候
得
共
、

精
々
覚
悟
仕
、
朝
昼
之
杯
は
相
禁
シ
可
申
、
進
撃
は
毎
週
一
回
一
発
二

可
仕
候
、
併
シ
実
は
近
況
二
於
て
一
週
一
回
之
進
撃
も
チ
ト
覚
束
無
ク

相
成
り
候
、
必
々
小
生
身
体
二
於
て
尊
諭
に
随
ひ
可
申
候
間
御
安
慮
可

被
下
候
、
今
回
局
長
君
へ
は
御
無
沙
汰
仕
候
間
宜
被
仰
上
可
被
下
候
、

殊
二
御
配
慮
被
下
候
御
事
も
有
之
候
二
付
宜
御
礼
謝
被
仰
上
可
被
下

候
、
恐
々
頓
首

一
月
三
十
日
経
徳

尚
々
時
下
折
角
御
保
護
専
一
奉
祈
候
、
再
白

〔
田
中
〕

（
ご
山
本

（
二
）
局
長

山
本
行
正
か
。

侍
医
局
長
。
明
治
十
年
か
ら
十
八
年
ま
で
は
伊
東
方
成
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聖
上
、
両
皇
后
宮
、
明
宮
被
為
揃
益
御
機
嫌
能
被
為
成
候
御
沙
汰
奉
伺

（
ｆ
川
）

恐
悦
至
極
奉
存
候
、
当
地
二
於
而
桂
宮
益
御
機
嫌
能
被
為
成
候
御
事
恐

（
平
出
）

悦
至
極
奉
存
候
、
陳
は
別
紙
桂
宮
御
容
体
書
差
上
候
間
宜
御
取
繕
二
而

御
上
申
奉
願
候
、
将
又
過
日
被
仰
下
候
御
容
体
害
二
週
間
毎
二
上
申
可

仕
旨
奉
畏
候
、
尚
御
容
体
二
よ
り
候
而
は
其
間
時
々
可
申
上
此
後
は
必

上
申
書
二
可
仕
候
、
先
は
右
申
上
度
如
此
御
座
候
也

十
四
年
一
月
三
十
一
日
高
階
五
等
侍
書

池
田
一
等
侍
書
殿

尚
以
厳
寒
之
時
下
御
局
中
之
諸
君
に
も
益
御
安
泰
御
奉
務
之
御
事

珍
重
奉
賀
候
、
下
官
に
も
以
高
展
無
事
滞
在
罷
在
候
、
乍
悼
御
放

盧
可
被
下
候
、
諸
君
へ
も
宜
敷
御
伝
声
奉
願
候
也

〔
遠
藤
〕

岨
明
治
十
四
年
一
月
三
十
一
日

八
三
七
高
階
経
徳
池
田
謙
斎

で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

（
三
）
沈
竈
生
蛙
…
…
春
秋
時
代
晋
の
智
伯
が
趙
襄
子
の
城
を
水
攻
め
に

し
た
た
め
城
中
の
人
家
の
か
ま
ど
が
水
び
た
し
と
な
り
蛙
が
生
ま

れ
た
と
い
う
故
事
。

（
四
）
雷
万
春
…
…
唐
の
人
、
張
巡
の
副
将
。

八
六
七
高
階
経
徳
池
田
謙
斎

過
日
来
は
再
度
之
尊
信
御
入
念
に
御
回
答
被
下
拝
見
仕
候
、
時
下
寒
喧

（
一
）

不
調
之
時
下
益
御
多
祥
被
為
入
珍
重
奉
存
候
、
陳
は
去
十
日
東
久
世
殿

（
二
）
（
二
）
（
照
）

御
始
山
口
・
太
田
・
萩
之
諸
君
無
御
滞
御
西
着
、
翌
十
一
日
午
前
十
時

桂
宮
へ
御
参
二
相
成
、
其
節
宮
御
容
体
可
申
述
旨
に
て
、
下
官
も
出
頭

東
久
世
殿
御
始
え
拝
謁
、
御
所
二
は
益
御
機
嫌
能
被
為
成
候
御
事
共
奉

伺
候
て
恐
悦
至
極
難
有
仕
合
奉
存
候
、
同
日
午
後
一
時
頃
宮
、
東
久
世

殿
へ
御
対
面
二
相
成
、
御
寛
々
御
談
話
之
趣
、
惣
て
富
小
路
殿
御
参
之

節
と
御
同
様
二
御
座
候
、
其
節
下
官
６
宮
当
節
之
御
容
体
御
詳
細
二
可

申
述
、
且
東
久
世
殿
御
帰
京
之
節
は
宮
御
容
体
耆
可
差
上
旨
二
付
、
当

日
は
即
今
之
御
容
体
演
述
、
猶
御
容
体
言
相
認
本
月
十
六
日
東
久
世
殿

へ
入
御
覧
置
候
、
籾
宮
当
節
之
御
容
体
過
般
上
申
仕
候
後
惣
て
御
同
様

更
二
御
異
状
不
被
為
在
、
御
口
中
御
局
処
も
御
洗
浄
頻
二
被
為
遊
候
後

は
御
瘡
面
も
梢
御
潔
浄
二
て
御
蔓
延
之
御
様
子
も
無
之
様
御
座
候
二
奉

伺
候
、
御
胄
膓
之
御
機
能
ハ
随
分
御
宜
被
為
入
、
御
食
気
被
為
振
、
牛

乳
も
追
々
御
増
量
二
て
近
来
は
二
合
許
も
被
召
上
、
其
他
魚
味
も
少
々

宛
御
好
被
為
遊
候
程
之
御
事
二
御
座
候
、
御
全
身
之
御
疲
労
は
急
速
一
一

御
回
復
被
為
遊
候
御
事
に
は
無
御
座
候
へ
共
、
御
惣
体
惣
て
御
静
隠
、

御
気
先
も
御
軽
被
為
入
、
目
今
御
格
別
御
険
悪
之
御
証
状
も
不
奉
伺
候
、

右
御
容
体
東
久
世
殿
御
帰
京
之
上
は
定
て
具
二
言
上
可
相
成
と
奉
存
候

へ
共
、
尚
御
含
置
可
被
下
候
、
右
御
容
体
害
十
三
、
四
日
之
頃
に
は
貴

官
を
経
て
上
申
可
仕
候
処
前
文
之
次
第
二
て
重
複
相
成
候
二
付
省
略
仕

ｕ
明
治
（
十
四
）
年
三
月
十
九
日
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候
、
最
今
回
東
久
世
殿
に
も
御
親
ク
御
容
子
御
伺
二
て
、
先
御
格
別
之

御
険
候
も
御
伺
不
被
成
、
且
従
来
之
御
容
体
は
貴
官
方
篤
と
御
上
申
二

相
成
居
候
御
事
と
奉
存
候
二
付
、
御
発
病
已
来
今
日
迄
之
御
経
過
と
御

予
後
之
事
等
は
相
省
キ
只
当
節
之
御
容
体
を
筆
記
仕
候
義
二
御
座
候
へ

は
頗
簡
短
二
御
座
候
間
是
亦
御
含
置
可
被
成
候
、
御
薬
方
は
先
御
同
方

調
献
仕
居
候
、
何
分
当
節
御
胃
腸
之
御
景
況
至
極
御
宜
被
為
入
候
間
今

暫
御
前
法
二
依
り
候
義
御
諒
察
可
被
下
候
、

一
毎
回
御
詳
悉
二
尊
地
之
景
況
等
御
示
被
下
候
処
、
御
答
申
上
候
程
之

西
京
妙
況
も
無
之
、
甚
寂
蓼
之
事
二
御
座
候
、
殊
二
当
春
は
非
常
之
残

寒
二
て
今
以
梅
花
之
消
息
も
無
之
、
東
北
山
は
時
々
銀
色
を
呈
し
候
、

（
五
）

既
二
十
六
日
は
東
久
世
殿
・
赤
松
少
將
殿
・
山
口
御
始
侍
従
之
諸
君
桂

川
村
御
別
殿
二
て
御
饗
応
之
折
柄
、
午
後
五
時
頃
よ
り
飛
雪
紛
々
誠
二

意
外
之
佳
景
二
相
成
り
、
帰
途
凍
雪
寒
月
不
覚
肌
上
二
粟
を
生
し
候
、

右
等
之
気
候
当
地
に
て
も
近
来
無
之
事
と
申
候
、
東
久
世
殿
に
も
御
滞

京
中
毎
に
御
参
宮
二
て
、
其
節
毎
々
宮
に
も
御
対
面
御
談
話
御
座
候
趣
、

至
極
御
満
足
之
御
事
と
奉
存
候
、
則
昨
十
八
日
東
久
世
殿
御
一
行
当
地

御
発
足
御
帰
京
二
相
成
候
得
は
、
定
て
不
遠
当
地
之
近
況
伝
聞
と
奉
存

候
、
先
は
右
之
段
申
上
度
、
誠
二
御
無
音
多
罪
之
至
平
一
一
御
海
酒
可
被

成
下
候
、
乍
筆
抄
御
同
局
諸
君
へ
宜
被
仰
上
可
被
下
候
、
何
し
不
日
再

応
一
書
呈
上
可
仕
、
其
後
之
御
容
体
御
手
続
等
は
委
詳
可
申
上
候
、
恐
々

頓
首

三
月
十
九
日
経
徳
拝
白

池
田
一
等
侍
医
殿

尚
々
毎
々
桂
御
殿
奥
向
へ
御
伝
言
之
趣
は
逐
一
申
述
候
、
何
も
宜

侍
医
高
階
経
徳

謹
啓
（
ｌ
損
Ｉ
）
仕
候
、
時
下
暑
（
ｌ
損
Ｉ
）
被
為
揃
益
御
萬
勝
奉
口
賀

候
、
示
来
は
御
無
音
可
被
為
免
候
、
陳
は
桂
宮
御
容
体
本
月
五
日
上
申

之
後
は
（
ｌ
損
Ｉ
）
不
被
為
入
、
後
よ
り
（
ｌ
損
Ｉ
）
は
去
月
廿
九
口
卒

然
御
面
部
御
腫
脹
、
一
時
御
発
熱
御
鍔
悶
之
御
様
子
ハ
全
ク
御
唾
腺
御

狸
明
治
十
四
年
七
月
十
七
日

八
六
○
高
階
経
徳
池
田
謙
斎

（
七
）

へへへへへ

五四三二一
…………

全
ノ、
曹

｛
ｌ
か
）

敷
申
上
度
被
申
出
候
、
山
本
行
正
も
無
事
精
勤
二
御
座
候
、
安
藤

氏
も
兎
角
六
ヶ
敷
、
貴
官
御
帰
京
後
漸
一
両
度
之
拝
診
二
御
座
候
、

是
に
は
殆
困
却
之
事
一
一
御
座
候
、
山
口
老
父
は
終
一
一
去
月
初
旬
二

（
七
）

死
去
、
当
時
藤
木
日
々
出
頭
、
誠
二
幸
然
之
事
二
御
座
候
、
余
は

後
鴻
万
々
可
申
上
候
、
頓
首
、
〔
田
中
〕

東
久
世
殿
…
．
：
東
久
世
通
禧
、
元
老
院
副
議
長
。

山
口
・
・
…
・
山
口
正
定
、
侍
従
長
。

太
田
…
…
太
田
左
門
、
侍
従
。

荻
…
…
荻
昌
吉
、
侍
従
。

赤
松
少
将
：
：
：
赤
松
則
良
、
海
軍
少
将
、
の
ち
男
爵
、
貴
族
院
議
員
、

大
正
九
年
没
、
年
八
十
。

安
藤
：
…
・
安
藤
精
軒
、
宮
内
省
御
用
掛
。
京
都
療
病
院
の
開
設
な
ど

に
尽
力
、
の
ち
京
都
医
会
副
会
長
。
大
正
七
年
没
、
年
八
十
四
。

藤
木
…
…
京
都
の
元
典
医
、
鍼
科
医
。
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閉
塞
ニ
依
り
候
之
事
哉
（
ｌ
損
ｌ
）
御
唾
液
之
御
分
泌
甚
御
少
（
ｌ
損
Ｉ
）

中
御
乾
燥
勝
チ
ニ
被
為
入
候
処
、
右
御
腫
脹
御
消
槌
之
頃
よ
り
頻
リ
ニ

御
潟
挺
被
為
在
、
御
面
部
之
御
景
状
は
凡
ソ
御
復
旧
（
ｌ
損
Ｉ
）
少
々
宛

之
御
差
引
は
被
為
在
候
へ
共
御
惣
体
は
先
以
御
同
様
御
静
穏
被
為
入

候
、
別
紙
御
容
体
言
を
以
て
上
申
仕
候
、
宜
奏
上
（
ｌ
損
Ｉ
）
将
又
先
般

損

ハ
岩
倉
右
府
公
御
口
上
ニ
相
成
り
、
去
十
四
日
桂
宮
へ
御
参
二
相
成
、

小
生
も
拝
謁
仕
り
候
て
宮
御
容
体
も
具
二
言
上
仕
候
、
御
同
公
に
も
終

損

始
御
承
知
之
御
由
に
て
、
御
歎
□
口
御
座
候
、
然
ル
に
皇
后
宮
へ
宮
御

容
体
を
同
公
よ
り
具
申
被
為
遊
度
御
由
二
付
、
昨
年
九
月
御
発
病
已
来

之
御
経
過
を
大
（
損
）
記
し
差
上
置
候
、
宮
中
に
て
御
内
覧
も
御
座
候

ハ
、
宜
敷
取
合
可
被
下
候
、

○
過
日
愚
衷
を
以
て
内
々
申
上
置
候
件
も
早
速
宮
内
卿
殿
へ
御
申
入
被

下
候
処
、
御
同
卿
御
意
中
云
々
御
諭
示
被
下
奉
畏
候
、
實
以
当
節
御
局

中
御
無
人
之
折
柄
強
て
申
上
候
訳
に
て
は
無
之
、
只
々
小
生
拙
技
を
以

て
重
任
担
当
仕
候
事
深
恐
權
罷
在
候
故
之
義
二
御
座
候
、
尊
示
二
随
ひ

乍
不
及
精
々
尽
力
可
奉
酬
渥
恩
候
、
乍
併
御
容
体
追
々
御
切
迫
二
相
成

候
へ
は
、
電
信
を
以
て
可
申
上
候
、
其
棚
は
何
卒
宜
敷
御
配
盧
奉
願
候
、

小
平
義
も
滞
在
長
々
二
湘
成
り
客
路
之
情
態
も
如
何
に
付
、
去
月
上
旬

よ
り
三
本
木
南
町
劉
院
榊
炉
文
哉
え
転
住
仕
り
荊
妻
を
も
呼
寄
頗
ル
籠
城

之
策
二
決
シ
候
間
御
休
意
可
被
成
下
候
、
以
高
庇
身
事
都
合
宜
候
、
難

有
奉
謝
候
、
籾
又
山
本
行
正
氏
義
實
以
不
容
易
之
勉
強
、
全
同
人
之
心

添
二
よ
り
小
生
も
大
に
勤
能
候
二
付
て
は
再
應
之
義
二
て
如
何
可
被
為

在
哉
難
計
候
へ
共
、
何
卒
御
内
儀
特
別
思
召
を
以
て
何
歌
拝
領
物
を
仰

付
ら
れ
度
奉
願
候
、
可
相
成
は
御
発
葦
迄
に
相
運
候
様
宮
内
卿
殿
へ
御

懇
談
被
下
度
奉
希
候
、
誠
に
申
上
に
く
き
事
二
御
座
候
へ
共
、
小
生
も

（
マ
マ
）

日
勤
同
様
之
景
況
故
物
之
多
少
二
不
管
只
々
御
内
儀
思
召
之
処
相
徹
候

へ
は
難
有
、
殊
二
一
段
之
尽
力
も
可
被
致
と
存
候
事
二
御
座
候
、
宜
ク

御
勘
考
奉
願
候
、

○
花
松
権
典
侍
様
に
も
御
妊
娠
、
貴
官
に
は
御
掛
り
之
御
由
、
御
苦
労

奉
存
候
、
誠
以
恐
悦
此
事
二
御
座
候
、

○
当
地
暑
気
殊
之
外
烈
敷
御
座
候
て
既
に
昨
十
六
日
は
正
午
八
十
八
度

二
相
昇
候
、
ｎ
々
出
頭
大
困
却
二
御
座
候
、
先
は
右
申
上
度
如
斯
御
座

候
、
余
は
期
後
鴻
候
、
局
長
君
御
始
へ
宜
被
仰
上
可
被
下
候
、
恐
々
頓

首

十
四
年
七
月
十
七
日
高
階
経
徳

池
田
一
等
侍
医
殿

本
日
は
昼
伺
参
上
之
処
少
々
拝
診
隙
入
勿
々
退
出
之
際
相
認
、
乱
文

御
判
見
奉
願
候
、
再
白

〔
田
中
〕

二二 二
＝ここ、_〆

岩
倉
右
府
…
…
岩
倉
具
視
、
明
治
十
四
年
京
都
で
静
養
中
。

神
戸
文
哉
…
…
未
詳
。

コ
ト

ア
キ

花
松
権
典
侍
に
も
御
妊
娠
…
…
千
種
任
子
が
第
三
皇
女
詔
子
内
親

王
滋
宮
を
妊
娠
し
た
こ
と
を
さ
す
。
滋
宮
は
明
治
十
四
年
八
月
三

日
誕
生
。
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明治3年4月21日
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明治(14)年1月11B

明治(14)年1月l1日

明治(14)年1月14日

明治14年1月22B

明治(14)年1月30口

明治14年1月31日

明治(14)年3月19日

明治14年7月17日
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明治(14)年9月27日
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明治年3月6日

明治年月7日
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明治年3月17日

明治年7月18日

明治年3月18日

明治年4月ll日

明治年11月29日
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明治年4月27日

明治年12月4日

明治年9月22日

明治(17)年4月4日

明治(18)年7月26日

明治(19)年1月24B

明治(19)年1月24H

明治(19)年2月2日

明治(22)年3月23日

天豚拝診

早蕨典侍弥御産所二被移

早蕨典侍殿御容体

習志野下志津原へ行幸

蕪詩を以て

当地御買物代

桂宮様御容体

桂宮様御容体書

山本え被下金之義

両皇后宮

東久世殿始御西着

一時御発熱御欝悶

桂宮御容体

桂宮御容体

宮御容体甚危険

宮御容体甚以不宜

聖上少々御疾咳

観古美術会へ行幸

皇太后宮

貴君之御一診

来十日小柴

大谷家へ御往診

夕景御参

令関君御儀御不快

皇太后宮容体

結納儀式之義

婚儀万端首尾能相済

御来診奉願候

本'二l参堂可仕

御胃痛御困之趣

半井氏へ依頼

必参上可仕

岩佐殿送別会

皇后宮リントオルム御下

有栖川一品宮御危篤

一品宮御容体頓二御絶脈

経本解職願済之趣
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